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①測線(比抵抗二次元探査測線Ａ) 

  調査地中央付近の東－西測線で，0mが青森側である． 

 60～100mにはバークや汚泥の廃棄物が，GL-3.0～-5.0m程度まで分布しており，

表層から3.0m厚で覆土されている．また，220m付近のＦ区では約5.0m厚の汚泥が廃

棄されている． 

 地山はローム質の降下火砕物1が優勢で，約3.0m厚のﾊﾟﾐｽ層（降下火砕物2）を挟

んでいる．このﾊﾟﾐｽ層は，見掛け傾斜約10゜で西に傾いている． 

  基盤層は安山岩礫を含む凝灰角礫岩で，西に緩く傾いている．含まれる安山岩礫

は硬質であるが，基質は軟質である． 

 

②測線(比抵抗二次元探査測線Ｂ) 

  調査地南側の東－西測線でＭ・Ｎ地区とＯ地区を横断する測線である． 

  110～270m付近では，最大層厚約4.0mのバーク・汚泥様の廃棄物が分布し，その

下には，最大5.0m程度の埋土が分布しており，造成に伴う排土と思われる． 

 地山はﾊﾟﾐｽが優勢な降下火砕物2が主体でローム層が挟まれる形で分布する．ﾎﾞｰ

ﾘﾝｸﾞM3(ｲ-36M)付近を境として，西側では地層が緩く西に傾き，東側では東に緩く

傾斜していると推定される． 

  基盤層は凝灰角礫岩とその下位に凝灰岩が分布している．いずれも東へ緩く傾斜

しているが，青森側では西へ傾斜していると推定される．凝灰角礫岩は硬質な安山

岩礫を伴い，ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞM3(ｲ-36M)付近から西では軟質風化土が約11.0mの厚さで分布

する．凝灰岩は硬質礫を含まず比較的強く膠結している． 

 

③測線(比抵抗二次元探査測線Ｃ) 

  Ｄ～Ｈ地区を横断する東－西側線である．40～130m区間のＤ地区ではバークを主



体とする廃棄物層が最大約14.0mの厚さで分布する．部分的に4.0m未満の覆土で覆

われている．Ｈ地区では4.0m程度の厚さで埋土（造成）されているが廃棄物の混入

は認められない． 

 地山の最上部にはﾊﾟﾐｽ優勢の降下火砕物2が分布し，その下にローム優勢層が厚

く分布する． 

 基盤層である凝灰角礫岩は標高430～450mに分布するが，200m付近を境に東西に

緩く傾斜する． 

 

④測線(比抵抗二次元探査測線Ｄ) 

  Ａ～Ｂ地区を横断する東－西側線である． 

 Ａ，Ｂ地区ともバークを主体とする廃棄物が広範囲に分布する．Ａ，Ｂ地区とも

最大10m程度厚さで廃棄物層が分布し，Ｂ地区でほぼ等深度であるのに対し，Ａ地

区ではトレンチ状に掘削した箇所に廃棄物が埋められている．Ｂ地区の廃棄物層中

(GL-3.0～-6.0m付近)には汚染水が宙水的に貯留している場合が多い． 

  地山の最上位はﾊﾟﾐｽ優勢の降下火砕物2で下位には，火山灰薄層が挟在する粘土

質のローム層が基盤層まで分布している．地層の傾斜は西～南西へ15゜程度であり，

ﾊﾟﾐｽ層や火山灰薄層が廃棄物と接している場合には，西側に浸透水が流出すること

になる． 

 基盤層は硬質安山岩礫を伴う凝灰角礫岩である．また，Ａ，Ｂ地区の境界付近に

は比抵抗二次元探査の結果，低比抵抗の箇所が存在し地質的弱層の可能性もあり今

後の精査が必要である． 

 

⑤測線(比抵抗二次元探査測線Ｅ) 

  調査地中央の南－北側線である．廃棄物層はＢ区が最大で，バーク層の下に一部

焼却灰が廃棄されている． 

 地山はローム優勢層（降下火砕物1）とﾊﾟﾐｽ優勢層(降下火砕物2)からなり，互層

状に分布している．見かけ上，地山の傾斜は南へ緩く傾斜しており，南端でややう

ねっている． 

  基盤層は凝灰角礫岩とその下位に分布する凝灰岩である．多少凹凸はあるものの，

全体的には見かけ上南へ緩く傾斜している． 

 














